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回答： 

オプション1を支持する。 

 

意見： 

商標は、本質的には自他商品等の識別力を発揮するものであり、その結果、出所表示機

能、品質保証機能、宣伝広告機能を有するものである。上記規制によって、消費者が商品

を区別しにくくなり、商標としての機能が低下する懸念がある。 

我々が具体的に懸念している事項は、消費者による商品の誤認混同リスクが高まる、お

よび消費者において偽造品と真正品の区別がより困難になることで不正業者による偽造品

の横行を助長する、というものである。 

 

回答骨子 


	資料5a　商標意見部分の日本語概要.pdf

